
　

９
月
か
ら
認
可
保
育
施
設
の

保
育
料
と
給
食
費
を
無
償
化

し
ま
す

　
現
在
、
都
内
の
保
育
所
等
で
は
、

0
歳
児
〜
2
歳
児
ク
ラ
ス
の
お
子
さ

ん
の
保
育
料（
給
食
費
を
含
む
）に
つ

い
て
、
第
1
子
の
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
、
第
2
子
以
降
は
無
償
と
し
て
い

ま
す
。

　
9
月
か
ら
、
都
の
補
助
事
業
の
拡

充
に
よ
り
、
第
1
子
に
つ
い
て
も
無

償
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
3
歳
児
ク
ラ
ス
以
上
で
保

護
者
が
負
担
し
て
い
た
給
食
費
も
市

の
独
自
補
助
で
無
償
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
施
設
　
認
可
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園（
一
部
）、
家
庭
的
保
育
施

設
、
小
規
模
保
育
施
設

問
保
育
課
・
内
線
1
3
2
5

認
証
保
育
所
、
企
業
主
導
型

保
育
施
設
利
用
者
の
補
助
金

を
一
部
拡
充
し
ま
す

　
市
は
、
市
内
在
住
で
認
証
保
育
所
、

企
業
主
導
型
保
育
施
設
を
利
用
す
る

方
を
対
象
に
保
育
料
の
負
担
軽
減
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
認
可
保

育
施
設
の
無
償
化
の
動
向
を
踏
ま
え

て
、
9
月
か

ら
補
助
上
限

月
額
を
一
部

引
き
上
げ
ま

す
。

　
既
に
今
年

度
の
支
給
決

定
を
受
け
て

い
る
方
に
は

9
月
中
旬
ご

ろ
に
在
籍
す

る
施
設
経
由
、

ま
た
は
直
接
、
案
内
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

問
保
育
課
給
付
係
・
内
線
1
3
2
4

児
童
育
成
手
当
の
所
得
制
限

額
が
変
わ
り
ま
す

　
令
和
7
年
7
月
18
日
付
の
東
京
都

公
報
に
よ
り
、
令
和
7
年
6
月
分

（
令
和
7
年
10
月
振
込
分
）か
ら
児
童

育
成
手
当
の
所
得
制
限
額
が
、
5
万

7
0
0
0
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
児
童
育
成
手
当
を
受
給
中

の
方
は
、
令
和
7
年
度
児
童
育
成
手

当
現
況
届
の
提
出
に
よ
り
、
改
正
後

の
所
得
制
限
を
適
用
し
て
判
定
を
行

い
ま
す
の
で
、
改
め
て
の
申
請
は
不

要
で
す
。

　
ま
た
、
改
正
後
の
所
得
制
限
額
を

下
回
る
こ
と
で
、
新
た
に
受
給
対
象

と
な
る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
で
き
る
期

間
が
短
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
子
ど
も
政
策
課
手
当
・
医
療

費
給
付
係（
市
役
所
1
階
21
番
窓
口
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
給
者
等
の
所
得
に
つ
い

て
、
電
話
で
の
個
別
回
答
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

問
子
ど
も
政
策
課
手
当
・
医
療
費
給

付
係
・
内
線
1
3
4
5

９月以降の補助上限月額
０歳～２歳児クラス

（住民税 課税世帯）
第１子

38,000円
第２子以降

０歳～２歳児クラス
（住民税 非課税世帯）

第１子
38,000円

第２子以降

３歳～５歳児クラス
第１子 20,000円
第２子以降 40,000円

児童育成手当所得制限額
改正前

（令和７年５月分まで）
改正後

（令和７年６月分以降）

扶養親族等の数 所得 所得 増額幅
0人 360.4万円 366.1万円

＋5.7万円

1人 398.4万円 404.1万円
2人 436.4万円 442.1万円
3人 474.4万円 480.1万円
4人 512.4万円 518.1万円
5人 550.4万円 556.1万円

　地域型保育施設とは、市が認可する保育施設の一つで「家庭的保育施設」と「小規模保育施設」がありま
す。仕事や病気などで日中ご家庭で就学前のお子さんを保育できない方を対象に、０歳～２歳のお子さんを
お預かりしています。
　これらの施設は、認可保育園と相談、援助、交流保育などさまざまな連携をしているほか、地域の方たち
に見守られながら保育を行っています。卒所後は、認可保育園の３歳児クラスに優先的に転園
できるよう配慮します。
　くわしくは、市ホームページをご覧ください。
問保育課保育指導支援係・内線1321

　保育士等の一定の資格を持ち、市の認可を受けた
保育者が、自宅の１階などに保育スペースを設置し
て、少人数（３人〜５人）で家庭的な雰囲気を大切に
しながら保育を行います。

　市の認可を受けた保育事業者が、少人数（６人～
19人）を対象に、家庭的保育に近い雰囲気のもと、
きめ細かな保育を行います。

子どもの人数が少ないので、一人ひとりの発達や
　興味、性格に合わせて、きめ細かな対応ができます。
いつも同じ保育者が保育を行うことで、子どもと
の愛着関係が形成されやすく、第二のホームとし
て毎日過ごすことができます。
家庭的な環境で、異年齢の子どもがきょうだいの
ような関係を体験しながら一緒に育ちます。

アットホームな雰囲気で、子ども一人ひとりに
寄り添った丁寧な関わりができます。
異年齢の子どもと関わる中で社会性を育むこと
が期待できます。
小さな集団や地域資源を生かした特色ある保
育を体験できます。

地域型保育施設をご存じですか？

ちいさな保育施設
小規模保育施設

魅力魅力

いちばんちいさな保育施設
家庭的保育施設

読売巨人軍とスポーツ振興に関する
協働協定を締結

　市は、８月５日に読売巨人軍とスポーツ振興に関する協働

協定を締結しました。この協定は、スポーツを通じた地域貢

献と子どもの健全育成を目的に締結したものです。

　今後も、ジャイアンツアカデミーのコーチや球団マスコッ

トによる市内の学校等への訪問事業をはじめ、野球を含むス

ポーツの振興

や、子どもの

健全な成長と

スポーツ教育

の推進に向け、

連携・協力し

取り組んでい

きます。

問スポーツ振興課スポーツ振興係・内線4412

国松徹読売巨人軍代表取締役社長（左）と市長

3 令和7年（2025年）8月25日

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から
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